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糖鎖合成統合データベースの開発 
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【緒⾔】 
糖鎖標準品の必要性の⾼まりとともに、信頼性のある糖鎖合成法を容易に検索できるシス
テムへの要求が⾼まっている。本研究開発では、糖鎖合成化学を専⾨とする研究者と連携
し、糖鎖合成統合データベースの開発を⽬指している。 
 
【開発環境】 
GlycoNAVI データベース[1]は、VisualＣ#⾔語、Microsoft SQL Server 2008 R2、
JCGGDB[2]は、JAVA, Oracle を⽤いて開発した。 
 
【結果】 
糖鎖の有機合成反応データベースシステムとして、CSEditor[3]を⽤いた独⾃形式データを
ウェブアプリケーションから登録するシステム、および、糖鎖合成反応の登録、修正、削
除を⾏うウェブアプリケーションを開発した。さらに、JCGGDB と XML を利⽤したウェブ
サービスによりデータの共有化を実現し、産総研の糖鎖合成データベースと組み合わせた
糖鎖合成統合データベースの基礎を構築した。 
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